≪　申　立　書　≫
私と同一家屋に起居している者のうち、生計を一にしていない者がいますので、札幌市特別奨学金の申請にあたり、下記のとおり、申し立てます。
記
	（生計を一にしていない者の氏名・続柄）

	以下の世帯状況や生活状況について、該当するものにチェックをつけてください。

	住民票の世帯について　　→　　□　同一世帯　　　　□　別世帯
税法上の扶養について　　→　　□　扶養している　　□　扶養してない
健康保険の扶養について　→　　□　扶養している　　□　扶養してない

	□「玄関、風呂・トイレ・台所」が別であり、互いの居住スペースに入らずに生活できる。

□「玄関」は別でない
互いの居住スペースに入らずに生活できることが分かる住宅の構造をご記入ください。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□「風呂」は別でない
「風呂」を使用していないことが分かる具体的な状況をご記入ください。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	□電気・水道・ガス等のメーターを別に設置しており、それぞれで料金を支払っている。

□電気・水道・ガス等のメーターをそれぞれ別に設置していない。
（メーターを別に設置していない場合、↓へ進む）
□　公共料金を折半している。　　□　公共料金を折半していない。
折半している場合は、料金の支払状況（支払金額の計算方法等）をご記入ください。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	□その他、生計が別であると申し立てる理由があれば、ご記入ください。



（宛先）札幌市長
　　　　令和　　　年　　　月　　　日
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　奨学金の支給を受けようとする生徒の世帯と、生計を一にしていない方がいる場合に、生徒の保護者が申立人となり、記入してください。



